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はじめに
新しい高等学校学習指導要領（平成２１年３月告示，平成２５年度入学生
から年次進行で実施，数学及び理科は平成２４年度入学生から年次進行で実
施）のねらいを実現するためには，各学校における生徒や地域の実態等に応
じた適切な教育課程の編成・実施，指導方法等の工夫が重要です。また，学
習指導要領に示す内容が生徒一人一人に確実に身に付いているかどうかを適
切に評価し，その後の学習指導の改善に生かしていくとともに学校の教育活
動全体の改善に結び付けていくことが重要です。
この新しい学習指導要領の下での学習評価については，平成２２年３月の
中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会報告では，目標に準拠した
評価を着実に実施することとされています。また，同年５月の文部科学省初
等中等教育局長通知「小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等におけ
る児童生徒の学習評価及び指導要録等の改善について」では，観点別学習状
況の評価の観点とその趣旨等が示されています。
国立教育政策研究所教育課程研究センターでは，この報告や通知を受け，
評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究等を行い，本資料を作成
しました。
本資料は，各学校において総合的な学習の時間における学習評価を進める
際の参考として役立てていただくことを目的として，評価方法の工夫改善例
を示しています。
各学校におかれては，本資料や都道府県教育委員会等が示す評価に関する
資料を参考としながら，評価規準の設定，評価方法等の工夫改善を図り，新
しい学習指導要領の下での総合的な学習の時間における学習評価を適切に行
うことを期待します。
最後に，本調査研究協力者の方々をはじめとして本書の作成に御協力くだ
さった方々に心から感謝の意を表します。
平成２４年７月
国立教 育政 策研究所
教育課程研究センター長
神 代 浩
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１ 総合的な学習の時間における評価方法等の工夫改善に関する調査研究に
ついて（平成２２年７月１２日，国立教育政策研究所長裁定）
２ 総合的な学習の時間における評価方法等の工夫改善に関する調査研究協
力者
３ 小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習
評価及び指導要録の改善等について（平成２２年５月１１日付け文部科学
省初等中等教育局長通知 （抄））
※本冊子では，改訂後の常用漢字表（平成２２年１１月３０日内閣告示）に
基づいて表記しています （学習指導要領及び初等中等教育局長通知等の。
引用部分を除く）

１ 評価を行うに当たって
（１）基本的な考え方
平成２２年３月の中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会「児童生徒の
学習評価の在り方について（報告）」（以下「報告」という。）において「『総合的な
学習の時間』は，自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，より
よく問題を解決する資質や能力を育てることなどを目標とすることから，思考力・
判断力・表現力等が求められる『知識基盤社会』の時代において，『生きる力』をは
ぐくむために重要な役割を果たすものである」と，この時間の意義を明確に示して
いる。
その上で，具体的な評価の在り方については，「各学校が自ら設定した目標や内容
を踏まえて観点を設定し，それに即して文章の記述による評価を行っており，新し
い学習指導要領下でも現在の評価の在り方を維持することが適当である」とし，総
合的な学習の時間の評価においては，引き続き，各教科の学習の評価と同様，観点
別学習状況の評価を基本とすることとしている。
これを受けて平成２２年５月の初等中等教育局長通知「小学校，中学校，高等学
校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要録の改善等について」
（以下「通知」という。）では，総合的な学習の時間の記録として，「（１）学習活動」
の項目には，「高等学校における総合的な学習の時間において行った学習活動を文章
で記述する」とし，「（２）評価」の項目には，「各学校が定めた総合的な学習の時間
の目標，内容に基づいて各学校が定めた評価の観点を踏まえて，生徒の学習状況に
顕著な事項がある場合などにその特徴を記入する等，生徒にどのような力が身に付
いたかを文章で記述する」としている。
したがって，指導要録についても，これまでどおり，実施した「学習活動」，どの
ような力が身に付いたかを記述する「評価」の二つの欄で構成し，その生徒のよさ
や成長の様子など顕著な事項を文章で記述することが考えられる。
以上のように，総合的な学習の時間の評価については，指導要録への記載の在り
方も含めて基本的な考え方に変化はなく，学習指導要領に示された総合的な学習の
時間の目標等を踏まえ，各学校の具体的な目標，内容に基づいて定めた観点による，
観点別学習状況の評価を基本として各種の評価活動を進めることが求められる。
なお，総合的な学習の時間では，その生徒に個人として育まれているよい点や進
歩の状況などを積極的に評価することや，それを通して生徒自身も自分のよい点や
進歩の状況などに気付くようにすることも大切である。
高等学校においては，学習指導要領第１章総則第６款の１の(2)で「学校において
は，生徒が学校の定める指導計画に従って総合的な学習の時間を履修し，その成果
が第４章に定める目標から見て満足できると認められる場合には，総合的な学習の
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時間について履修した単位を修得したことを認定しなければならない」としている。
すなわち，各学校には，生徒の学習状況に対して，満足できる成果があったかどう
かを適切に判断する責任がある。そのためにも，例えば，総合的な学習の時間の担
当者で単位の認定に関わる会議をもち，評価結果によって生徒の学習が満足できる
ものであったか十分に検討したうえで，校長が単位を認定することが考えられる。
この単位の認定の要件は，各教科・科目と基本的に同様である。まず，生徒が学
校の定める指導計画に従って学習活動を行うこと，そして，次に，その学習活動の
成果が総合的な学習の時間の目標に照らして満足できると認められることが要件と
なる。
（２）評価の観点の例示とその考え方
評価の観点については，「報告」において，「新しい学習指導要領では，総合的な
学習の時間の目標に沿って育てようとする資質や能力の視点等を例示しており，こ
のような視点に配慮して各学校において評価の観点を定めることも考えられる」と
している。
「通知」では，「評価の観点については，高等学校学習指導要領等に示す目標を踏
まえ，各学校において具体的に定めた目標，内容に基づいて定める」としており，
実際に各学校が評価の観点を定める場合においては，小・中学校に示された三つの
例示を参考にすることが考えられる。
小・中学校の「通知」では，「「評価の観点については，小（中）学校学習指導要
領等に示す総合的な学習の時間の目標を踏まえ，各学校において具体的に定めた目
標，内容に基づいて定める。その際，例えば，『よりよく問題を解決する資質や能力』，
『学び方やものの考え方』，『主体的，創造的，協同的に取り組む態度』及び『自己
の生き方』等と学習指導要領に示す総合的な学習の時間の目標を踏まえて定めたり，
『学習方法に関すること』，『自分自身に関すること』及び『他者や社会とのかかわ
りに関すること』等の視点に沿って各学校において育てようとする資質や能力等を
踏まえて定めたりすることが考えられる。また，教科との関連を明確にし，総合的
な学習の時間の学習活動にかかわる『関心・意欲・態度』，『思考・判断・表現』，『技
能』及び『知識・理解』等と定めることも考えられる」としている。
このように，今次改訂では，小・中学校の観点設定の考え方及びそれに基づく観
点の具体例として，次の３種類が例示された。
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総合的な学習の時間の全体計画は，目標，内容，育てようとする資質や能力及び
態度の三つを中心に構成される。上記の観点例示の①は，目標を踏まえている。ま
た，②は，全体計画の構成要素である，育てようとする資質や能力及び態度を踏ま
えた観点であり，新たに追加された観点の例示である。そして，③は具体的な学習
対象や学習事項に対する「関心・意欲・態度」や「知識・理解」などの評価がなさ
れることから，内容とのつながりが深い観点である。
（３）指導と評価の計画の作成と評価規準の設定
「報告」では，「各学校において，児童生徒の具体的な学習状況を想定した評価規
準を設定することは，各教科と同様，総合的な学習の時間についても児童生徒がど
のような学習状況にあるかを適切に把握し，学習活動を改善するために重要である」
としている。
評価の機能には，①生徒の学習状況について説明・証明する機能，②生徒の学習
をよりよく改善・促進する機能，③生徒の自己評価能力を育成する機能，そして，
④教師の学習指導や学校の指導計画を吟味し改善する機能などがある。これらの機
能を実現するためには，単元計画作成時に指導と評価の一体化の視点から周到な計
画を立案することが望まれる。さらに，その場合には，評価規準を適切に位置付け
ることが考えられる。
単元の評価規準を設定する際には，学校で定めた評価の観点を基にして，単元の
目標や内容，育てようとする資質や能力及び態度を踏まえることが必要である。そ
の場合，生徒が取り組む学習活動との関連において，その場面で生徒に期待される
学習の姿を想定し，具体的に設定することが考えられる。加えて，誰が，いつ，ど
のような評価方法で具体的な評価作業を行うのかを明確にすることも大切である。
その際には，単元の指導計画に評価の欄を設け，学習活動の展開に沿って評価方法
を明示することなどが考えられる。
②学習指導要領に示された「学習方
法に関すること」 ,「自分自身に関
すること」 ,「他者や社会とのかか
わりに関すること」等の視点に沿っ
て各学校で定めた，育てようとする
資質や能力及び態度を踏まえた観点
（例１）「学習方法」 ,「自分自
身」 ,「他者や社会とのかかわり」
等
（例２）「課題設定の力」（学習方
法） ,「情報収集の力」（学習方
法） ,「将来展望の力」（自分自
身） ,「社会参画の力」（他者や社
会とのかかわり）等
①学習指導要領に示された総合的な学習の時間
の目標，ないしは，それを踏まえて各学校で定
めた目標及び内容を踏まえた観点
（例）「よりよく問題を解決する資質や能力」,
「学び方やものの考え方」,「主体的，創造的，
協同的に取り組む態度」,「自己の生き方」等
③各教科の評価の観点との関連を明確にした観
点
（例）「関心・意欲・態度」,「思考・判断・表
現」,「技能」,「知識・理解」等
新たな観点の例示
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２ 評価の観点と評価規準の設定
（１）評価の観点を定める際の留意点
①総合的な学習の時間の目標を踏まえた観点
総合的な学習の時間のねらいや育てようとする資質や能力及び態度を明確にし，
その特質と目指すところが何かを端的に示したものが学習指導要領に示された「第
１の目標」である。
「第１の目標」を踏まえて評価の観点を定めることは，「第１の目標」に示された
「よりよく問題を解決する資質や能力」，「学び方やものの考え方」，「主体的，創造
的，協同的に取り組む態度」及び「自己の在り方生き方」等について，その実現状
況を評価することになる。すなわち，例示された各観点を通して評価することが，
総合的な学習の時間の目標の実現状況を評価することに直接的につながるところに
大きな特徴がある。また，先に示したように，この例示には「自己の在り方生き方」
という観点があり，総合的な学習の時間で実現を目指す「自己の在り方生き方を考
えることができる」について，その実現状況を評価することも特徴といえる。
一方，この観点は，各学校が定める内容についての実現状況を評価することが十
分に行われないことも考えられる。そこで，各学校において評価の観点を定め，評
価規準を設定するに当たっては，具体的な学習活動における学習対象や学習事項な
どを踏まえることに配慮する必要がある。
②各学校で定めた「育てようとする資質や能力及び態度」を踏まえた観点
「育てようとする資質や能力及び態度」とは，各学校において定める目標を，実
際の学習活動へと実践化するために，より具体的・分析的に示したものである。し
たがって，「育てようとする資質や能力及び態度」には，各学校の目標が実現された
際に現れる望ましい生徒の成長の姿が示される。
各学校で定めた「育てようとする資質や能力及び態度」を踏まえた観点を定める
ことは，総合的な学習の時間で実現を目指す「育てようとする資質や能力及び態度」
等について，その実現状況を評価することになる。学習指導要領に示された「学習
方法に関すること」「自分自身に関すること」「他者や社会とのかかわりに関するこ
と」及びその具体としての「課題設定の力」「情報収集の力」「将来展望の力」「社会
参画の力」などの観点には，実現したい生徒の姿を想起しやすいという特徴がある。
また，各観点ごとの実現状況を評価するに当たっては，観点間の重複が生じにくい
という特徴もある。
一方，この観点は，①と同様に各学校が定める内容についての実現状況を評価す
ることが十分に行われないことも考えられる。そこで，各学校において評価の観点
を定め，評価規準を設定するに当たっては，具体的な学習活動における学習対象や
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学習事項などを踏まえることに配慮する必要がある。
③各教科の評価の観点との関連を明確にした観点
各教科の観点については，新しい学習指導要領において，知識・技能を活用して
課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等を育成することを重視する
とともに，言語活動を充実することとしていることなどから，「関心・意欲・態度」，
「思考・判断・表現」，「技能」及び「知識・理解」に整理し，各教科等の特性に応
じて評価の観点を定めている。
総合的な学習の時間の学習活動に関わる「関心・意欲・態度」，「思考・判断・表
現」，「技能」及び「知識・理解」等と観点を定めることで，各教科との関連が明確
になるとともに，学習課題や学習対象，学習事項などの内容についての実現状況を
評価し易いという特徴がある。
一方，この観点は，「技能」や「知識・理解」の観点において知識・技能を身に付
けているかどうかのみにとらわれたり，「自己の在り方生き方を考えることができる
ようにする」に関わる観点について，その実現状況を評価することが十分に行われ
なかったりすることが考えられる。そこで，一人一人がどのように知識・技能を獲
得していったかを評価することや自己の在り方生き方に関して４観点の中に位置付
けることに配慮する必要がある。
（２）評価規準の設定方法
総合的な学習の時間において生徒の学習状況を評価する際には，その単元で実現
をねらう「育てようとする資質や能力及び態度」及び「内容」を十分に踏まえる必
要がある。
したがって，例えば，各単元において評価規準を設定する場合には，生徒が取り
組む学習活動との関連において，各観点に即して期待される生徒の姿を想定し，具
体的に設定することが考えられる。
評価の観点を定める際には，前述のように三つの種類が例示されているが，いず
れの場合も評価規準を設定する際の基本的な考え方や作業手順は変わらない。次に
その手順を述べる。
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①各学校の全体計画を基に，単元で実現が期待される「育てようとする資質や能
力及び態度」と「内容」を設定する。
（その際，『高等学校学習指導要領解説（総合的な学習の時間編）』（平成21年12
月文部科学省）p.46～47の「第３節 育てようとする資質や能力及び態度の設定」
や，同p.49～51の「学習対象」「学習事項」などを参考にすることが考えられる。）
②各観点に即して実現が期待される生徒の姿が，単元のどの場面のどのような学
習活動において，どのような姿として実現されるかをイメージする。
③実現が期待される生徒の姿について，実際の学習活動の場面を想起しながら，「育
てようとする資質･能力及び態度」と「内容」に照らし合わせて，具体的に記述
する。
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３ 評価に関する事例
事例１ 各校で定めた「育てようとする資質や能力及び態度」を踏まえた観点を定め，
学習状況を評価した事例
単元名：「情報発信・自己探究」（第３学年 全３５時間）
この単元は，地域に関する研究成果の発表活動を，学校内外で繰り返し実施することで，
他者の考えを知り，地域への理解を深め，地域社会に貢献するとともに，自己の在り方生き
方を明らかにしようとするものである。
本事例では，各学校で定めた「育てようとする資質や能力及び態度」を踏まえて観点を定
め，評価規準を設定している。本単元では，論文改善計画書，リーフレット，振り返りシー
ト，ポスターなどの制作物を中心に，自己評価・相互評価，観察評価を組み合わせて評価を
行っている。多様な制作物や異なる評価方法を組み合わせることにより，多面的に評価する
ことができる事例を紹介している。
また，指導と評価の計画に加えて，学習活動と評価の実際，評価結果の総括と指導計画の
改善まで，一連の評価活動を取り上げることで，総合的な学習の時間における指導と評価の
概要が把握できるようにした。
事例２ 各教科の評価の観点との関連を明確にした観点の事例
単元名：「『いのち』を見つめる―個人研究―」（第１学年 全３５時間）
この単元は，個人研究によるレポート作成とその発表を通して，自分や自分を取り巻く様
々な「いのち」の存在やかけがえのなさに気付き，自己の在り方生き方を考えるとともに，
収集した情報や知識を活用して自己の考えをまとめることができるようにするものである。
本事例では，各教科の評価の観点との関連を明確にした観点を定め，評価規準を設定して
いる。本単元では，学習活動のまとまりごとに１枚ポートフォリオを用いたり，１次レポー
トの発表会と学年発表会で同じ評価規準を設定したりして，学習の前後での生徒の変容を評
価する事例を紹介している。
事例３ 総合的な学習の時間の目標を踏まえた観点の事例
単元名：「myキャリア stageⅡ」（第２学年 全３５時間）
この単元は，職場取材や就業体験によって収集した情報を，社会への貢献度や将来の方向
性などの視点で分析したり提案したりすることを通して，自己の在り方生き方について考え
るとともに，夢の実現に向けて今後の高校生活を過ごしていこうとするものである。
本事例では，総合的な学習の時間の目標を踏まえて観点を定め，評価規準を設定している。
本単元では，訪問先の会社のパンフレットを作成する課題を，単元の中核的課題として位置
付けている。そして，パンフレットやその作成過程で活用されるワークシート，及びまとめ
の作文などの多様な制作物を基に評価を行っている事例を紹介している。
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事例１
（１）単元名 「情報発信・自己探究」（第３学年 全３５時間）
（２）年間指導計画における本単元の位置付け
学年 地域活性化プロジェクト
地域探検・課題設定
１ ガイダンス グループワークによる地域探検 グループワークによる地域探検 ２年次の研究課題
年 (３時間) １(１３時間) ２(１３時間) の設定(６時間)
課題研究(アンケート･フィールドワーク)
２ アンケートとフィールドワーク アンケートとフィールドワーク 研究のまとめ・発表
年 による調査・研究１(１３時間) による調査・研究２(１３時間) (９時間)
情報発信・自己探究
３ 論文による情報発信 リーフレットよる情報発信(１８時間) ３年間の学習のまと
年 （１０時間) め(７時間)
（３）単元の概要
①単元の目標
地域に関する研究成果の発表活動を，学校内外で繰り返し実施することで，他者の考えを知り，地
域への理解を深め，地域社会に貢献するとともに，自己の在り方生き方を明らかにしようとする。
②単元で育てようとする資質や能力及び態度
【学習方法に関すること】
ア 相手や目的，意図に応じて，手際よく論理的に表現する。
【自分自身に関すること】
イ 目標を明確にし，課題の解決に向けて計画的に着実に行動する。
ウ 自己の将来について具体的に考え，夢や希望をもつ。
【他者や社会とのかかわりに関すること】
エ 異なる意見や他者の考えを受け入れ，尊重し理解しようとする。
③単元で学ぶ内容
ア 郷土の自然・文化・歴史・産業・生活・経済・教育・人など
イ 社会への貢献及び自己実現
（４）単元の評価規準
評価の観点 学習方法 自分自身 他者や社会と
のかかわり
表現力 計画実行 将来展望 他者理解
単元の ①地域貢献に関する自 ①論文のテーマに対 ①自分が生活する地 ①リーフレットの内容
- 8 -
評価規準 分の考え，及び自分自 して内容が妥当であ 域の将来を考え，地 を，地域に役立つもの
身の成長について，相 るかを検討しながら 域の一員としての自 にするために，他者の
手や目的に応じて，構 改善計画書を作成し，己の在り方生き方に 意見を参考に修正して
成や展開を工夫し発表 論文を修正している。ついて文章にまとめ いる。
している。 【②－イ ③－ア】 ている。 【②－エ ③－イ】
【②－ア ③－イ】 ②リーフレットが地 【②－ウ ③－イ】
域社会に役立つ内容
かを検討しながら改
善計画書を作成し，
リーフレットを修正
している。
【②－イ ③－イ】
※評価規準については，単元で育てようとする資質や能力及び態度と内容の全項目が網羅されることが
必要である。各観点に即して，（３）単元の概要②単元で育てようとする資質や能力及び態度ア～エ及び
③単元で学ぶ内容ア，イを必要に応じて組み合わせて設定した。
（５）指導と評価の計画
小単元名
（時数） 主な学習活動 評価規準及び主な評価方法
｢論文に 論文の評価 ○２年次の課題研究の成果をまとめた論文の評価 計画
よる情報 (３時間） 会を開催し，文章表現や内容に関する疑問点や問 実行 自己評価・相互評価
発信」 題点などを指摘し合う。 ① ○評価シート
(10時間)
論文の修正 ○指摘等を踏まえて，改善計画書を作成し，論文 制作物の評価
とweb公開 を修正する。必要に応じて追加の調査などを行う。 ○論文改善計画書
(７時間） ○完成した論文(要旨)をｗｅｂ上に公開する。 ○論文(要旨)
→具体的事例①
｢リーフ 校内発表① ○研究成果を地域に役立つ内容のリーフレット（Ａ 他者
レットに クラス内で ４サイズ）にまとめる。 理解 観察評価
よる情報 発表 ○評価会を開催し，生徒同士で評価・助言し合う ① ○行動観察
発信」 (７時間) ことで，リーフレットをより実践的（実社会で使
(18時間) 用可能）なものへと改善する。 自己評価・相互評価
○評価シート
校内発表② ○リーフレットを廊下に掲示して，全校生徒と全 ○アドバイスカード
廊下に掲示 職員から，意見（コメント票）をもらい，よりよ
発表 いものへと改善する。
(３時間) ○他者のリーフレットを見て，コメント票に意見
を書くとともに，他者のまとめ方を自分のリーフ
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レットの参考にする。
校外発表① ○リーフレットの概要や特徴，主な対象年齢や活 計画
地域の文化 用例などを記したカードを作成し，研究成果の概 実行 制作物の評価
祭に出品 要を説明する。 ② ○リーフレット
(２時間) ○リーフレットを地域の文化祭等に出品し，地域 ○説明文カード
の方に研究成果を紹介する。またコメント票など ○改善計画書
で助言（評価票への投票，コメント票への記入）
をもらう。
○第三者評価によるコメントなどを活かして，改
善計画書を作成し，リーフレットをより実践的な
ものへと改善する。
校外発表② ○リーフレットの地域への全戸配付を目指して， 自己評価
研究成果を 役場等に売り込み（発表）に行く。また，より実 ○自己評価シート
地域に紹介 践的なものになるように助言をもらう。
(６時間)
３年間の 学習成果の ○３年間の活動で使用した資料（ポートフォリオ）将来
学習のま まとめ を他者が見たときにも分かりやすいように整理す 展望 制作物の評価
とめ (３時間） る。（並べ替え，取捨選択，インデックス） ① ○ポートフォリオ
(７時間) ○ポートフォリオを活用して，３年間の活動を振 ○振り返りシート
り返り，学習成果を振り返りシートにまとめる。 →具体的事例②
学習成果の ○学習成果を下級生等に発表するために，パワー 表現
発表 ポイントのスライド８枚にまとめる。 力① 制作物の評価
(４時間） ○ポスターセッションにより，学習成果を下級生 ○パワーポイントの
等に分かりやすく説明する。 スライドを貼り付け
ポートフォリオ（論文含む）とリーフレットを たポスター(パネル)
活用して研究成果や学んだ内容を説明するととも
に，パネルに貼り付けたＡ４スライド８枚を使用 観察評価
して，工夫したことや苦労したこと，活動を通し ○相手や目的に応じ
て高めることができた資質や能力などについて説 て，構成や展開を工
明する。また，自分が生活する地域にどのように 夫している生徒の活
関わりをもとうとしているか，自己の在り方生き 動
方について考えを述べる。
プレゼンテーションのポイント（エンターテイ
メント，コミュニケーション，ホスピタリティ）
に留意する。
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具体的事例① 第１小単元 計画実行 自己評価・相互評価と制作物の評価の組み合わせ
【学習活動と評価の実際】
第１小単元では，２年次に行った課題研究の論文を，他者との協同的な学習を通して，よりよい論文
へと改善する学習活動が中心となる。ｗｅｂ上に掲載して，外部へ情報発信することから，その内容が
妥当であり，かつ誰にでも分かりやすいものである必要がある。
この学習活動において，「計画実行」の評価規準を「論文のテーマに対して内容が妥当であるかを検討
しながら改善計画書を作成し，論文を修正している。」と設定した。
地域の観光地（滝周辺）の自然環境調査を行った生徒Ｓは，クラス内の論文評価会でのクラスメート
とのやり取りの中から，まとめ方の工夫や追加研究（調査）の必要性を感じ，評価シートに「野鳥など
の特定の調査だけはでなく，花暦やどんな動物がいるかなど，他の調査をもっとして，滝だけでなく，
他の環境の魅力を伝えたらいいと思う。」などと記述しており，論文をより充実させようと考えているこ
とが読み取れる。
評価会の様子
評価シート
そして，論文改善計画書に，自然環境調査（野
鳥，ほ乳類，植物，地質・地形）や，利用者（観
光客・地域住民）へのアンケートなどの追加調
査の項目を挙げており，修正した論文では，そ
のデータを写真・図・表にまとめ，調査対象地
の魅力を分かりやすく記載していた。
こうした姿から，評価規準に示す生徒の姿が
実現していると考えることができる。
論文改善計画書
修正した論文の一部
- 11 -
具体的事例② 第３小単元 将来展望 制作物の評価
【学習活動と評価の実際】
第３小単元では，１・２年生やお世話になった地域の方を対象とした「学習成果発表会」に向けて，
３年間の学習活動の全てを整理するとともに，自分の興味・関心の対象が地域社会の中でどのような意
味をもっているのか，自分の専門性をどのように社会に生かすことができるのかなど，自己の在り方生
き方に関する考えを整理していく。
この学習活動において，「将来展望」の評価規準を「自分が生活する地域の将来を考え，地域の一員と
しての自己の在り方生き方について文章にまとめている。」と設定した。
２年次にサンショウウオをテーマに課題研究に取り組んだ生徒Ｎは，３年次の振り返りシートに，
私はサンショウウオについて取り組み，『サンショウウオに興味をもたせる』を目的としてリーフ
レットを作成しました。詳しいことを書くのではなく，トウホクサンショウウオはこの地域が生息
の南限であり，貴重な生き物であるということを強く伝えたかったので，情報を減らして文字を少
なくし，写真やイラストを多くしました。しかし，職員室前の廊下にリーフレットを掲示した校内
発表では，『情報量が乏しい』と評価されたので，３種類のサンショウウオのそれぞれの特徴を一言
ずつ加えました。私は，同級生の作品について，評価を互いにし合うのは気まずくならないかと不
安になるときもありましたが，自分に無かった視点を発見させてくれたり，より多くの人が理解で
きるような作品に仕上がるので，自分一人で作るよりいいものができると思いました。
また，３年間を振り返ってみると，１年生の時の地域探検では，地域には様々な伝統や文化があ
ることを知り，２年生の時のアンケート調査では，友人に『郷土料理があるのか』と尋ねられたり
して，自分の地元はどうなんだろうと，地元のことを考えるきっかけになりました。３年生では，
観光協会に行って，自分が作ったリーフレットの紹介をさせていただきました。『このリーフレット
をデータでください。』と観光協会の人に言われ，とてもうれしかったです。研究や環境問題などに
取り組むとき，その成果で社会に貢献できなければ，ただの自己満足に過ぎないと教えられてきた
ので，自分が興味をもっている生き物を調べることが，地域にとっても役立つことであると分かり，
研究やリーフレット作りを頑張った甲斐があったと思いました。
今後は，環境科学を学べる大学に進学し，人に伝えるための正確な情報の収集と分析の方法や，
相手に理解してもらえるような伝える技術のためのコミュニケーションや社会学なども学び，人と
自然を共に考えるような勉強をしたいと考えています。将来は，環境系の仕事に就かなかったとし
ても，環境に興味をもって地域の自然と共に生きていきたいです。そして身近な人たちに，『センス
・オブ・ワンダー』を語れるような人間になりたいです。
と記述した。自分が強い関心を示したサンショウウオの情報をまとめたリーフレットが地域にとっても
必要とされていることを知り，生き物について探究することで，地域に貢献できると実感している。そ
して，「将来は，環境系の仕事に就かなかったとしても，環境に興味をもって地域の自然と共に生きてい
きたいです。」と，地域の一員としての自己の在り方生き方について考えている。
ポートフォリオに綴じられたリーフレットからは，貴重な生物であるサンショウウオが，環境の悪化
により地域や日本から絶滅する恐れがあることを訴え，地域の環境保全に主体的に関わろうとしている
ことが分かる。
こうした姿から，評価規準に示す生徒の姿が実現していると考えることができる。
成果発表会の様子
ポートフォリオに綴じられたリーフレット(表面）と振り返りシート
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（６）評価結果の総括と指導計画の改善
①評価結果の総括と指導要録の記載
指導要録における「総合的な学習の時間の記録」の記述に当たっては，この時間に行った学習
活動を記入した上で，それらのうち，生徒の学習状況に顕著な事項がある場合などにその特徴を
記入する等，生徒にどのような力が身に付いたかを文章で記述するものである。記述に当たって
は，単なる活動のみにとどまることがないよう留意する必要がある。
例えば，生徒Ｓについては，次のような記述が考えられる。
「論文評価会でのクラスメートとのやり取りの中から，追加調査の必要性に気付き，論文改善計
画書に追加の調査項目を挙げるとともに，論文ではデータを加えて，調査対象地の魅力を分かり
やすく示した。」
また，生徒Ｎについては，次のような記述が考えられる。
「他者とのやり取りを通して，自分が地域社会の一員であることに気付くとともに，地元の観光
協会でのリーフレットの紹介を通して，自分が興味をもって進めてきたサンショウウオについて
の研究が，地域貢献にもつながることを実感している。」
各学校において定められた評価の観点は，生徒の成長や学習状況を分析的に評価するためのも
のである。また，各学校においては，設定した評価規準と実際の学習状況とを照らし合わせて評
価していくことが考えられる。その際，生徒の学習活動を記録したり，生徒の作品などを保存し
たりして，評価資料を集積しておくことが大切である。
評価結果の総括に当たっては，評価場面や単元における評価結果を総合し，「総合的な学習の
時間の記録」に記述することが考えられる。その際，評価規準に関わらず教育的に望ましい成長
や価値ある学習状況が現れた場合，生徒の姿を価値付け，そのよさを記述することも大切なこと
である。
②総合的な学習の時間の指導計画の評価・改善
総合的な学習の時間の指導計画については，実際に学習活動を展開する中で，教師が予想しな
かった望ましい活動が生徒から提案されたり，価値ある学習を生み出す問題場面に遭遇したりす
る可能性もある。その場合，教師は，生徒との関わりの中で起きた事実から，授業の中で本時の
授業計画を修正したり，授業後に本時の実践を振り返り，次時の授業計画を修正したりするなど，
柔軟性をもつことが大切である。
また，単元計画及び年間指導計画作成の際に期待した生徒の姿と，学習活動に取り組む生徒の
実際の姿とのズレが授業の中で見られた場合，教師は，自らの授業を振り返り，単元計画や年間
指導計画の修正を行う。さらに，必要に応じて，全体計画についても見直しを図り，目標等の修
正をしたり，育てようとする資質や能力及び態度，内容等の追加や削除をしたりする必要がある。
このように，各学校においては，総合的な学習の時間の指導計画の評価・改善は，①一単位時
間の授業計画，②単元計画，③年間指導計画，④全体計画の全てにわたって行うことが求められ
る。
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事例２
（１） 単元名 「『いのち』を見つめる ―個人研究―」（第１学年 全３５時間）
（２） 年間指導計画における本単元の位置付け
「いのち」を見つめる ―個人研究―
1 個別課題研究Ⅰ 個別課題研究Ⅱ まとめ
年 「個別課題を設定し調査しよう」 「個別課題を追究し深めよう」 （４時間)
(16時間) ～クラス別～ （15時間） ～分野別～
「つながり」を見つめる ―グループ研究―
２ 共通課題研究Ⅰ 共通課題研究Ⅱ まとめ
年 「共通課題を設定し計画を練ろう」「フィールドワークで共通課題を深めよ （４時間)
（13時間） ～分野別～ う」（18時間）～分野・グループ別～
「あした」を見つめる ―分野別討論会―
３ 共通課題研究Ⅰ 分野別討論会 まとめ
年 「分野の課題を設定し，プレ討論を 「討論会を重ねて，分野の課題に切 （４時間)
しよう」(16時間) ～分野別～ り込もう」（15時間） ～分野別～
（３） 単元の概要
①単元の目標
個人研究によるレポート作成とその発表を通して，自分や自分を取り巻く様々な「いのち」
の存在やかけがえのなさに気付き，自己の在り方生き方を考えるとともに，収集した情報や
知識を活用して自己の考えをまとめることができるようにする。
②単元で育てようとする資質や能力及び態度
【学習方法に関すること】
ア 複雑な問題状況を踏まえて適切な課題を設定する。
イ 必要な情報を広い範囲から迅速かつ効果的に収集し，多角的・実際的に分析する。
ウ 相手や目的，意図に応じて手際よく論理的に表現する。
【自分自身に関すること】
エ 自らの生活の在り方を見直し，改善に向けて日常的に実践する。
【他者や社会とのかかわりに関すること】
オ 異なる意見や他者の考えを受け入れ，尊重し理解しようとする。
③単元で学ぶ内容
自然・環境，福祉・共生，医療・健康，文学・歴史，情報・工学，国際理解・語学，地域
・社会，芸術の各分野での探究活動を通して，以下の内容を学ぶ。
ア 自分や自分を取り巻く様々な「いのち」の存在
イ 尊くかけがえのない「いのち」の価値
（４） 単元の評価規準
観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技 能 知識・理解
単元 ①自分の興味関心の ①「いのち」に関し ①個別課題をまとめ ①「いのち」に関し
の 方向を探り，社会的 て収集した情報を， たレポートを，視覚 て，様々にアプロー
評価 な事柄や生活の中か 複数の視点から考え に訴える資料に再構 チしている他者の意
規準 ら，「いのち」の価 たり，自分の生活と 成して提示し，聞き 見に耳を傾け，「い
値に結び付く適切な つなげたりして，多 手に応じて分かりや のち」に対する理解
課題を設定しようと 角的にレポートにま すく論理的に発表し が深まっている。
している。 とめている。 ている。 【②－オ
【②－ア ③－ア】 【②－イ ③－イ】 【②－ウ】 ③－ア，イ 】
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②かけがえのない「い
のち」をもつ自分に
ついて考え，自らの
生活の在り方を具体
的に見直し，改善に
向けて実践している。
【②－エ ③－イ】
※評価規準については，単元で育てようとする資質や能力及び態度と内容の全項目が網羅される
ことが必要である。各観点に即して，（３）単元の概要②単元で育てようとする資質や能力及び
態度ア～カ及び③単元で学ぶ内容ア，イを必要に応じて組み合わせて設定した。なお，「技能」，
「知識・理解」の観点については，観点の特徴から必ずしも②，③を組み合わせるものではない。
（５） 指導と評価の計画
小単元名 主 な 学 習 活 動 評価規準及び主な評価方法
（時数）
○オリエンテーションで「総合的な学習の時間」
の意義と内容，今年のサブテーマを知り，学習
の見通しをもつ。［学年全体］（１ｈ）
・毎時間の学習の記録を，学習活動のまとまりご
との１枚ポートフォリオシートに記入し，学習
履歴を作っていくことを確認する。
○サブテーマ｢いのち｣について，様々な捉え方を
知る。［学年全体］（３ｈ）
・昨年の学年発表会をＶＴＲで視聴する。
個 ・戦争体験者の講話と朗読を聞く。
別 ・絵本「いのちのおはなし」から考える。
課 ○自らの興味関心のある分野を探り，個別課題を
題 設定する。［クラスごと］（８ｈ） 関① 制作物による評価
を ・昨年度の研究レポート集や「新聞切り抜き速報」 ○１枚ポートフォリオシート
設 等を読みまとめる。 ○個別課題設定シート
定 ・ウエビングで自らの興味関心の方向性を探る。
し ・校舎外の自然散策でいのちを感じ見付ける。
調 ・インターネットによる情報検索や文献調査によ
査 る分野と個別課題の検討をする。
し ・所属分野と個別課題を決め，個別課題設定シー
よ トを提出し，夏期休業中の調査計画を練る。
う ○個別課題についての情報収集及び研究を行う。
（夏季休業中）［各自］（＋α）(
16 ・成果をまとめて１次レポートを作成する。
時 ○１次レポートの発表会［クラスごと］（４ｈ）
間 ・クラス全員の１次レポートの発表を聞き，自分 知① 相互評価 制作物による評価
の分野以外の内容を知り，相互評価シートにコ ○相互評価シート)
メントを記入する。 ○１枚ポートフォリオシート
・発表者は発表における評価の視点を念頭に，分 技① 観察による評価
かりやすく発表する。 ○発表の様子
制作物による評価
○再構成した資料
○後期オリエンテーションで分野別活動について
知り，クラス枠を取り払った分野別の講座で個
別課題研究を開始する。［分野ごと］（１２ｈ）
・分野別顔合わせ，自己紹介，アイスブレイキン
個 グ等でコミュニケーションを図り，分野内の学
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別 習環境を整える。
課 ・分野の理解を深めるために，各分野の地域の専
題 門家を外部講師に招き，分野別の講話を行う。
を ・ＫＪ法的手法，ウエビング等で分野別の課題の
追 分析を行う。
究 ・グループごとにディスカッションし，他者の考 思① 観察による評価
し えを聞く。 ○話し合いの様子
深 ・分野内での個別課題研究の中間報告会を行い，
め ２次レポートに反映できるように問題点や足り
よ ない部分を検討し合う。
う ・インターネット，文献，アンケートで情報を収 制作物による評価
集する。 ○情報収集分析シート(
15 ・収集した情報を分析し，情報収集分析シートに ○第２次レポート
時 記録する。
間 ・分析した情報や自分の生活の振り返りを基にレ
ポートの構想を練り，２次レポートを作成する。)
○２次レポートの発表会[分野ごと]（３ｈ） 技① 観察による評価
・相互評価シートを記入しながら，２次レポート 制作物による評価
の発表を聞く。 ○発表態度
・発表者は発表における評価の視点を念頭に，分 ○再構成した資料
かりやすく発表する。
○サブテーマ「いのち」に関わる講話を聞く。[学
ま 年全体]（１ｈ）
と ○学年発表会[学年全体]（２ｈ）
め ・分野別の代表者による学年発表会を，発表記録 知① 制作物による評価
表に記入しながら聞く。 ○発表記録表(
４ ・発表者はパワーポイントを基本に実物提示等， ○１年間の振り返りシート
時 分かりやすく伝える工夫をする。
間 ○１年間の学習を振り返る。[分野ごと]（１ｈ） 思② ポートフォリオによる評価
○１年間の振り返りシート)
○これまでの制作物の集積
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事例３
（１）単元名 「myキャリアstageⅡ」 （第２学年 全３５時間）
（２）年間指導計画における本単元の位置付け
myキャリアstageⅠ1 私の未来予想図① ～様々な職業を知る～ 私の未来予想図② ～関心のある職業を明ら年 （１０時間） かにする～（２５時間）
myキャリアstageⅡ２ インターンシップ① ～訪問先の情報を収 インターンシップ② ～訪問先のパンフレッ年 集し分析する～（１５時間） トを作成する～（２０時間）
myキャリアstageⅢ３ 私の近未来予想図 ～就職までの道筋～ 進路別課題研究 ～卒業論文～（２５時間）年 （１０時間）
（３）単元の概要
①単元の目標
職場取材や就業体験によって収集した情報を，社会への貢献度や将来の方向性などの視点で
分析したり提案したりすることを通して，自己の在り方生き方について考えるとともに，夢の
実現に向けて今後の高校生活を過ごしていこうとする。
②単元で育てようとする資質や能力及び態度
【学習方法に関すること】
ア 必要な情報を広い範囲から迅速かつ効果的に収集し，多角的・実際的に分析する。
イ 学習の仕方や進め方を内省し，現在及び将来の学習や生活に生かそうとする。
【自分自身に関すること】
ウ 自己の将来について具体的に考え，夢や希望をもつ。
【他者や社会とのかかわりに関すること】
エ 異なる意見や他者の考えを受け入れ，尊重し理解しようとする。
③単元で学ぶ内容
ア 職業による自己実現と社会貢献
イ 自分自身の職業的将来展望を模索する取組
（４）単元の評価規準
評価の よりよく問題を解決 学び方やものの考え方 主体的，創造的，協同 自己の在り方生き
観点 する資質や能力 的に取り組む態度 方
①学習活動で得られ ①一般企業の会社案内 ①職場取材での体験を ①職業に対する自
た気付きを基に，職 等の情報をＫＪ法的手 交流し，他者の気付き 己の特長を多面的
単元の 業に対する自己の考 法で分析し，社会的役 を受け入れ理解してい 多角的に考察し，
評価規 えをレポートにまと 割など訪問の際の視点 る。 自己PR書を書いて
準 めている。 を明らかにしている。 【②－エ ③－ア】 いる。
【②－イ ③－イ】 【②－ア ③－イ】 【②－ア ③－イ】
②２回の体験を基 ②講師の話を基に他社 ②作成したパンフレッ ②夢の実現に向け
に，社会とのつなが の会社案内を分析し， トを評価し合い，他者 たこれからの高校
りなどが伝わる会社 訪問先のパンフレット のアイディアのよさを 生活の在り方につ
のパンフレットを作 の案のデザインを工夫 認めたり自己の取組に いて，体験を基に
成している。 して作成している。 生かそうとしたりして 主体的に文章にま
【②－イ ③－ア】 【②－ア ③－ア】 いる。 とめている。
【②－エ ③－ア】 【②－ウ ③－ア】
※評価規準については，単元で育てようとする資質や能力及び態度と内容の全項目が網羅される
ことが必要である。各観点に即して，（３）単元の概要②単元で育てようとする資質や能力及
び態度ア～エ及び③単元で学ぶ内容ア，イを必要に応じて組み合わせて設定した。
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（５）指導と評価の計画
小単元名 主な学習活動 評価規準及び主な評価方法
(時数）
インタ ○インターンシップの意義について話し合い，心構えや
ーンシ マナーについて学ぶ。（２ｈ）
ップ① ・訪問先については１年次で決定している。インターン
～訪問 シップをする意義について話し合う。
先の情 ・心構えやマナーについて話し合う。
報を収 ・「インターンシップの心構えとマナー」と題し，講義
集し分 を聞く。
析する
～ ○自己ＰＲ書を書き，プレ面接を実施する。（３ｈ） 自① 制作物による評価
（15時 ・ＳＷＯＴ分析で自己の強みを明らかにし，自己ＰＲ書
間） を作成する。また，出来上がった自己ＰＲ書について ○自己PR書
アドバイスし合う。
・講義を生かして，実際にプレ面接を行う。
・プレ面接を見て，相互に評価し合う。
○一般の企業が出している会社案内等の資料を分析し，
訪問先で情報収集する視点を明らかにする。（１ｈ）
・パンフレットに会社の特徴をまとめ，最後に作成する
ことを知る。 学① 制作物による評価
・会社案内をＫＪ法的手法で分析し，「社会的役割」「地
域に対する貢献」「将来性」等，職場取材の視点を見 ○ワークシート
いだす。
○ジョブ・シャドウイングにより１回目のインターンシ
ップを行う。（６ｈ）
・「社会的役割」「地域に対する貢献」「将来性」等の視
点で情報を収集する。
○インターンシップの視点を基に振り返る。（３ｈ）
・１回目で集めた情報や自己の考えについて交流し，ワ 協① 制作物による評価
ークシートにまとめる。
○ワークシート
観察による評価
○グループでの話合
いの様子
・交流によって得られた気付きを基に，職業に対する自 資① 制作物による評価
己の考えをレポートにまとめる。
○レポート
インタ ○外部講師を招き，パンフレットの作成の仕方を知る。
ーンシ （１ｈ）
ップ② ・パンフレットの果たす役割や自分の訪問先のパンフレ
～訪問 ットを作ることに留意して話を聞く。
先のパ ○実際に訪問先のパンフレットの案を作成する。（１ｈ） 学② 制作物による評価
ンフレ ・複数のパンフレットを比較し，デザインに生かす。
ットを ○パンフレット案
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作成す
る～ ○作成したパンフレットの案をグループで見せ合い，ア 協② 制作物による評価
（20時 ドバイスし合う。（１ｈ）
間） ○ワークシート
観察による評価
○グループによる話
合いの様子
○２回目のインターンシップを行う。（６ｈ）
・パンフレットの案を作る中で見いだされた不足してい
る視点について，重点的に情報収集する。
○インターンシップを終えて視点を基に振り返る。（２
ｈ）
・１回目と２回目とで，どこがどのように違ったかワー
クシートにまとめる。
・ワークシートを基に，座談会形式で話し合う。
○訪問先のパンフレットを作成する。（３ｈ）
・社会とのつながりなどの会社の特徴が伝わるようなま
とめ方をする。体験を通した感想を付記する。
・校正作業を行う。
資② 制作物による評価
○出来上がった作品を互いに見せ合い，アドバイスを基
に修正する。（２ｈ） ○パンフレット
・グループで見せ合い，よりよくするためのアドバイス
を付箋に書いてもらい，それを基に修正する。
○コンテストを開催する。（３ｈ）
・魅力ある職種として伝わってきたかどうかを文面，画
像，キャッチコピーなどの面から審査する。
・展示コーナーを設ける。
○活動を振り返る。（１ｈ）
・パンフレットを訪問先に届ける。 自② 制作物による評価
・就業体験を通して，今後の高校生活をどう送るべきか
考え，作文を書く。 ○作文
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参 考 資 料
１ 評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究について（平成２２年４月１４日，
国立教育政策研究所長裁定）
２ 評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究協力者
３ 小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の学習評価及び指導要
録の改善等について（平成２２年５月１１日付け文部科学省初等中等教育局長通知）（抄）
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評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究について
平成２２年４月１４日 国立教育政策研究所長裁定
平成２３年６月 １日 一 部 改 正
１ 趣 旨
学習評価については，中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会におい
て「児童生徒の学習評価の在り方について」（平成２２年３月２４日）の報告が
まとめられ，新しい学習指導要領に対応した，各教科等の評価の観点及び評価の
観点に関する考え方が示されたところである。
これを踏まえ，各小学校，中学校及び高等学校における児童生徒の学習の効果
的，効率的な評価に資するため，教科等（教科並びに小学校及び中学校の特別活
動）ごとに，評価規準，評価方法等の工夫改善に関する調査研究を行う。
２ 調査研究事項
（１）評価規準及び当該規準を用いた評価方法に関する参考資料の作成
（２）学校における学習評価に関する取組についての情報収集
（３）上記（１）及び（２）に関連する事項
３ 実施方法
調査研究に当たっては，教科ごとに教育委員会関係者，教員及び学識経験者等
を協力者として委嘱し，２の事項について調査研究を行う。
４ 庶 務
この調査研究に係る庶務は，教育課程研究センターにおいて処理する。
５ 実施期間
平成２２年５月１日～平成２５年３月３１日
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総合的な学習の時間における評価方法等の工夫改善に関する調査研究協力者 高等学校（五十音順）
（職名は平成２３年６月現在）
石井 英真 神戸松蔭女子学院大学専任講師
清水規与美 山梨県教育委員会指導主事
藤中 大洋 神奈川県川崎市総合教育センター指導主事
松井 孝夫 群馬県立中央中等教育学校教諭
国立教育政策研究所及び文部科学省においては，次の関係官が担当した。
田村 学 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官
この他，本書編集の全般にわたり，国立教育政策研究所において以下の者が担当した。
神代 浩 国立教育政策研究所教育課程研究センター長
宮内 健二 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部長
佐瀬 宣次 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部教育課程調査官
大内 克紀 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課長
宮武 勲 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係長
(平成２４年４月１日から)
大原 一仁 前国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係長
(平成２４年３月３１日まで)
岸本 良彦 国立教育政策研究所教育課程研究センター研究開発部研究開発課指導係専門職
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２ ２ 文 科 初 第 １ 号
平成２２年５月１１日
各 都 道 府 県 教 育 委 員 会
各 指 定 都 市 教 育 委 員 会
各 都 道 府 県 知 事 殿附属学校を置く各国立大学長
構造改革特別区域法第12条第1項の
認定を受けた地方公共団体の長
文部科学省初等中等教育局長
金 森 越 哉
（印影印刷）
小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における児童生徒の
学習評価及び指導要録の改善等について（通知）（抄）
このたび，中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会において，「児童生徒
の学習評価の在り方について（報告）」（平成２２年３月２４日）（以下「報告」と
いう。）がとりまとめられました。
「報告」においては，学習指導要領において示された基礎的・基本的な知識・技能，
それらを活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等及び主体的
に学習に取り組む態度の育成が確実に図られるよう，学習評価を通じて，学習指導の
在り方を見直すことや個に応じた指導の充実を図ること，学校における教育活動を組
織として改善すること等が重要とされています。また，保護者や児童生徒に対して，
学習評価に関する仕組み等について事前に説明したり，評価結果の説明を充実したり
するなどして学習評価に関する情報をより積極的に提供することも重要とされていま
す。
指導要録は，児童生徒の学籍並びに指導の過程及び結果の要約を記録し，その後の
指導及び外部に対する証明等に役立たせるための原簿となるものであり，各学校で学
習評価を計画的に進めていく上で重要な表簿です。
文部科学省においては，「報告」を受け，各学校における学習評価が円滑に行われ
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るとともに，各設置者による指導要録の様式の決定や各学校における指導要録の作成
の参考となるよう，学習評価を行うに当たっての配慮事項，指導要録に記載する事項
及び各学校における指導要録の作成に当たっての配慮事項等を別紙１～６のとおりと
りまとめました。
ついては，下記に示す学習評価を行うに当たっての配慮事項及び指導要録に記載す
る事項の見直しの要点並びに別紙について十分に御了知の上，各都道府県教育委員会
におかれては，所管の学校及び域内の市町村教育委員会に対し，各指定都市教育委員
会におかれては，所管の学校に対し，各都道府県知事及び構造改革特別区域法第１２
条第１項の認定を受けた地方公共団体の長におかれては，所轄の学校及び学校法人等
に対し，国立大学長におかれては，その管下の学校に対して，「報告」の趣旨も踏ま
え，指導要録の様式が適切に設定され，新しい学習指導要領に対応した学習指導と学
習評価が行われるよう，これらの十分な周知及び必要な指導等をお願いします。
さらに，幼稚園，特別支援学校幼稚部，保育所及び認定こども園（以下，「幼稚園
等」という。）と小学校及び特別支援学校小学部との緊密な連携を図る観点から，幼
稚園等においてもこの通知の趣旨の理解が図られるようお願いします。
なお，平成１３年４月２７日付け１３文科初第１９３号「小学校児童指導要録，中
学校生徒指導要録，高等学校生徒指導要録，中等教育学校生徒指導要録並びに盲学校，
聾学校及び養護学校の小学部児童指導要録，中学部生徒指導要録及び高等部生徒指導
要録の改善等について」及び平成２０年１２月２５日付け２０文科初第１０８１号
「小学校学習指導要領等に関する移行期間中における小学校児童指導要録等の取扱い
について」のうち，小学校及び特別支援学校小学部に関する部分は平成２３年３月３
１日をもって，中学校（中等教育学校の前期課程を含む。以下同じ。）及び特別支援
学校中学部に関する部分は平成２４年３月３１日をもって，高等学校（中等教育学校
の後期課程を含む。以下同じ。）及び特別支援学校高等部に関する部分は平成２５年
３月３１日をもって，それぞれ廃止します。
記
１ 学習評価の改善に関する基本的な考え方について
(1) 学習評価を通じて，学習指導の在り方を見直すことや個に応じた指導の充実を
図ること，学校における教育活動を組織として改善することが重要であること。
その上で，新しい学習指導要領の下における学習評価の改善を図っていくために
は以下の基本的な考え方に沿って学習評価を行うことが必要であること。
① きめの細かな指導の充実や児童生徒一人一人の学習の確実な定着を図るため，
学習指導要領に示す目標に照らしてその実現状況を評価する，目標に準拠した
評価を引き続き着実に実施すること。
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② 新しい学習指導要領の趣旨や改善事項等を学習評価において適切に反映する
こと。
③ 学校や設置者の創意工夫を一層生かすこと。
(2) 学習評価における観点については，新しい学習指導要領を踏まえ，「関心・意
欲・態度」，「思考・判断・表現」，「技能」及び「知識・理解」に整理し，各
教科等の特性に応じて観点を示している。設置者や学校においては，これに基づ
く適切な観点を設定する必要があること。
(3) 高等学校における学習評価については，引き続き観点別学習状況の評価を実施
し，きめの細かい学習指導と生徒一人一人の学習の確実な定着を図っていく必要
があること。
(4) 障害のある児童生徒に係る学習評価の考え方は，障害のない児童生徒に対する
学習評価の考え方と基本的に変わるものではないが，児童生徒の障害の状態等を
十分理解しつつ，様々な方法を用いて，一人一人の学習状況を一層丁寧に把握す
ることが必要であること。また，特別支援学校については，新しい学習指導要領
により個別の指導計画の作成が義務付けられたことを踏まえ，当該計画に基づい
て行われた学習の状況や学習の結果の評価を行うことが必要であること。
２ 効果的・効率的な学習評価の推進について
(1) 学校や設置者においては，学習評価の妥当性，信頼性等を高めるとともに，教
師の負担感の軽減を図るため，国等が示す評価に関する資料を参考にしつつ，評
価規準や評価方法の一層の共有や教師の力量の向上等を図り，組織的に学習評価
に取り組むことが重要であること。
(2) その際，学習評価に関する情報の適切な管理を図りつつ，情報通信技術の活用
により指導要録等に係る事務の改善を検討することも重要であること。なお，法
令に基づく文書である指導要録について，書面の作成，保存，送付を情報通信技
術を活用して行うことは，現行の制度上も可能であること。
(3) 今後，国においても，評価規準等の評価の参考となる資料を作成することとし
ているが，都道府県等においても，学習評価に関する研究を進め，学習評価に関
する参考となる資料を示すとともに，具体的な事例の収集・提示を行うことが重
要であること。
３ 小・中学校及び特別支援学校小・中学部の指導要録について
(1) 小学校及び特別支援学校小学部の外国語活動について，設置者において，学習
指導要領の目標及び具体的な活動等に沿って評価の観点を設定することとし，文
章の記述による評価を行うこと。
(2) 特別活動について，学習指導要領の目標及び特別活動の特質等に沿って，各学
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校において評価の観点を定めることができるようにすることとし，各活動・学校
行事ごとに評価すること。
４ 高等学校及び特別支援学校高等部の指導要録について
各教科・科目の評定については，観点別学習状況の評価を引き続き十分踏まえる
こと。
〔別紙１〕小学校及び特別支援学校小学部の指導要録に記載する事項等
〔別紙２〕中学校及び特別支援学校中学部の指導要録に記載する事項等
〔別紙３〕高等学校及び特別支援学校高等部の指導要録に記載する事項等
〔別紙４〕各学校における指導要録の保存，送付等に当たっての配慮事項
〔別紙５〕各教科等・各学年等の評価の観点等及びその趣旨（小学校及び特別支援学
校小学部並びに中学校及び特別支援学校中学部）
〔別紙６〕各教科の評価の観点及びその趣旨（高等学校及び特別支援学校高等部）
〔参考１〕
文部科学省ホームページ 中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会「児童
生徒の学習評価の在り方について（報告）」（平成２２年３月２４日）
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/gaiyou/1292163.htm
〔参考２〕
各設置者における指導要録の様式の設定に当たっての検討に資するため，別添とし
て指導要録の「参考様式」を示している。
- 28 -
別紙３
高等学校及び特別支援学校高等部の指導要録に記載する事項等
Ⅰ 学籍に関する記録
学籍に関する記録については，学年当初及び異動の生じたときに記入する。
学年による教育課程の区分を設けない課程（以下「単位制による課程」と
いう。）の場合においては，生徒に係る記録は「年度」を単位として行う
（指導に関する記録についても同様に取り扱う。）。
１ 生徒の氏名，性別，生年月日及び現住所
２ 保護者の氏名及び現住所
３ 入学前の経歴
高等学校及び特別支援学校高等部（以下，「高等学校等」という。）に入
学するまでの教育関係の略歴（在籍していた中学校又は特別支援学校中学部
の学校名及び卒業時期等）を記入する。なお，外国において受けた教育の実
情なども記入する。
４ 入学・編入学
(1) 入学
校長が入学を許可した年月日を記入する。
(2) 編入学
高等専門学校，在外教育施設や外国の学校等から編入学した場合，過去
に高等学校等に在学していた者等が入学した場合について，その年月日，
学年等を記入する。また，単位制による課程の場合においては，当該生徒
に係る校長が定めた在学すべき期間を記入する。
５ 転入学
他の高等学校等から転学してきた生徒について，転入学年月日，転入学年，
前に在学していた学校名，所在地，課程の種類，学科名等を記入する。また，
単位制による課程の場合においては，当該生徒に係る校長が定めた在学すべ
き期間を記入する。
６ 転学・退学
他の高等学校等に転学する場合には，転学先の学校が受け入れた日の前日
に当たる年月日，転学先の学校名，所在地，課程の種類，学科名，転入学年
等を記入する。また，学校を去った年月日についても併記する。
退学する場合には，校長が退学を認め，又は命じた年月日等を記入する。
７ 留学・休学
留学・休学について校長が許可した期間を記入する。留学の場合は，留学
先の学校名，学年及び所在国名を記入する。
８ 卒業
校長が卒業を認定した年月日を記入する。
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９ 進学先・就職先等
進学先の学校名及び所在地，就職先の事業所名及び所在地等を記入する。
10 学校名及び所在地，課程名・学科名
分校の場合は，本校名及び所在地を記入するとともに，分校名，所在地及
び在学した学年を併記する。
11 校長氏名印，ホームルーム担任者氏名印
各年度に，校長の氏名，ホームルーム担任者の氏名を記入し，それぞれ押
印する。（同一年度内に校長又はホームルーム担任者が代わった場合には，
その都度後任者の氏名を併記する。）
なお，氏名の記入及び押印については，電子署名（電子署名及び認証業務
に関する法律（平成１２年法律第１０２号）第２条第１項に定義する「電子
署名」をいう。）を行うことで替えることも可能である。
12 各教科・科目等の修得単位数の記録
修得した各教科・科目等ごとに修得単位数の計を記入する。
編入学又は転入学した生徒について，以前に在学していた学校において修
得した単位を卒業に必要な単位として校長が認める場合には，その修得単位
数を各教科・科目等の修得単位数として記入したり，以前に在学していた学
校における修得単位数等に関する証明書等の資料を学籍に関する記録に添付
したりすることにより，適切に記録する。
また，留学に関して，校長が認定した修得単位数は，それを記入する欄等
に適切に記入する。
Ⅱ 指導に関する記録
高等学校における指導に関する記録については，各教科・科目等の学習の
記録（各教科及び科目の名称，それぞれの科目ごとの学年や年度ごとの評定
及び修得単位数，それぞれの科目等の修得単位数の合計並びにそれぞれの科
目等の履修上の特記事項等，総合的な学習の時間の学年や年度ごとの修得単
位数及び総合的な学習の時間の修得単位数の合計並びに留学による学年や年
度ごとの修得単位数及び留学による修得単位数の合計），総合的な学習の時
間の記録，特別活動の記録，総合所見及び指導上参考となる諸事項並びに出
欠の記録について作成する。
特別支援学校（視覚障害，聴覚障害，肢体不自由又は病弱）高等部におけ
る指導に関する記録については，高等学校における指導に関する記録に記載
する事項に加えて，自立活動の記録及び入学時の障害の状態について作成す
る。
特別支援学校（知的障害）高等部における指導に関する記録については，
各教科の学習の記録，特別活動の記録，自立活動の記録，学年ごとの総授業
時数，入学時の障害の状態，総合所見及び指導上参考となる諸事項並びに出
欠の記録について作成する。
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特別支援学校高等部に在籍する生徒については，個別の指導計画を作成す
る必要があることから，指導に関する記録を作成するに当たって，個別の指
導計画における指導の目標，指導内容等を踏まえた記述となるよう留意する。
また，生徒の障害の状態等に即して，学校教育法施行規則第１３０条の規定
に基づき各教科又は各教科に属する科目の全部若しくは一部について合わせ
て授業を行った場合又は各教科，道徳，特別活動及び自立活動の全部若しく
は一部について合わせて授業を行った場合並びに特別支援学校高等部学習指
導要領（平成２１年文部科学省告示第３７号）第１章第２節第６款の規定
（重度重複者等に関する教育課程の取扱い）を適用した場合にあっては，そ
の教育課程や実際の学習状況を考慮し，各教科・科目等を合わせて記録する
など，必要に応じて様式等を工夫して，その状況を適切に記入する。
高等学校及び特別支援学校（視覚障害，聴覚障害，肢体不自由又は病弱）
高等部における指導に関する記録については，学年による教育課程の区分を
設けるか設けないか等の違いにより，課程の単位の修得の認定の時期が異な
ることから，例えば，各教科・科目等の学習の記録を学年や年度，学期ごと
に区分して記入するなど工夫する。
１ 各教科・科目等の学習の記録
高等学校及び特別支援学校（視覚障害，聴覚障害，肢体不自由又は病弱）
高等部における各教科・科目等の学習の記録については，評定及び修得単位
数について記入する。
(1) 各教科・科目の評定
① 各教科・科目の評定は，高等学校学習指導要領（平成２１年文部科学
省告示第３４号）及び特別支援学校高等部学習指導要領（以下，「高等
学校学習指導要領等」という。）に示す各教科・科目の目標に基づき，
学校が地域や生徒の実態に即して定めた当該教科・科目の目標や内容に
照らし，その実現状況を総括的に評価して，「十分満足できるもののう
ち，特に程度が高い」状況と判断されるものを５，「十分満足できる」
状況と判断されるものを４，「おおむね満足できる」状況と判断される
ものを３，「努力を要する」状況と判断されるものを２，「努力を要す
ると判断されるもののうち，特に程度が低い」状況と判断されるものを
１のように区別して評価を記入する。
② 評定に当たっては，知識や技能のみの評価など一部の観点に偏した評
定が行われることのないように，「関心・意欲・態度」，「思考・判断
・表現」，「技能」及び「知識・理解」といった観点による評価を十分
踏まえながら評定を行っていくとともに，評定が教師の主観に流れて妥
当性や信頼性等を欠くことのないよう学校として留意する。その際，別
紙６に各教科の評価の観点及びその趣旨を示しているので，これらを十
分踏まえながらそれぞれの科目のねらいや特性を勘案して具体的な評価
規準を設定するなど評価の在り方を工夫する。
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③ 学校設定教科に関する科目のうち当該教科・科目の目標や内容等から
数値的な評価になじまないものについては，評定は行わず，学習の状況
や成果などを踏まえて，総合所見及び指導上参考となる諸事項に所見等
を記述するなど，評価の在り方等について工夫する。
(2) 各教科・科目等の修得単位数
高等学校及び特別支援学校（視覚障害，聴覚障害，肢体不自由又は病
弱）高等部における各教科・科目等について，修得を認定した単位数を記
入する。単位の修得を認めない場合は，「努力を要すると判断されるもの
のうち，特に程度が低い」のように評定を行う。
編入学又は転入学した生徒について，以前に在学していた学校において
修得した単位を卒業に必要な単位として校長が認める場合には，その単位
数を各教科・科目等の修得単位数として記入したり，以前に在学していた
学校における修得単位数等に関する証明書等の資料を学籍に関する記録に
添付したりすることにより，適切に記録する。
(3) 総合的な学習の時間の修得単位数
高等学校等における総合的な学習の時間における学習活動について，修
得を認定した単位数を記入する。
(4) 留学による修得単位数
留学した生徒の外国の学校における学習の成果をもとに，校長が修得を
認定した場合はその単位数を記入する。この場合，当該外国の学校の教育
課程を逐一，我が国の学習指導要領や学校の教育課程と比較し，これらの
教科・科目に置き換えて評価する必要はない。
なお，外国の高等学校の発行する修得単位数等に関する証明書等の資料
を添付する。
(5) 他の学校において履修した場合の履修の取扱い等
校長が以下のような単位の認定を行った場合等は，履修上の特記事項と
して，備考欄に記入する。
① 高等学校学習指導要領第１章第３款２(2)に基づき，主として専門学科
において開設される各教科・科目の履修により必履修教科・科目の一部
又は全部に代えることを認める場合
② 学校教育法施行規則第９７条に基づき，他の高等学校等において修得
した一部の科目の単位について，生徒の在学する高等学校における全課
程の修了を認めるに必要な単位数に加えることを認める場合
③ 同令第９８条に基づき，大学等における学修，知識及び技能に関する
審査に係る学修，ボランティア活動その他の継続的に行われる活動に係
る学修等について，生徒の在学する高等学校における科目の履修とみな
し，当該科目の単位を与える場合
④ 同令第１００条に基づき，高等学校卒業程度認定試験規則の定めると
ころにより合格点を得た試験科目に係る学修及び高等学校の別科におけ
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る学修で高等学校学習指導要領の定めるところに準じて，修得した科目
に係る学修について，生徒の在学する高等学校における科目の履修とみ
なし，当該科目の単位を与える場合
⑤ 高等学校通信教育規程第１２条第１項に基づき，通信制の課程の生徒
について，その在学する高等学校の定時制の課程又は他の高等学校の定
時制の課程若しくは通信制の課程において一部の科目の単位を修得した
ときに，それを生徒の在学する通信制の課程の全課程の修了を認めるに
必要な単位数に加えることを認める場合（同第２項による場合も同様と
する。）
特別支援学校（知的障害）高等部における各教科・科目等の学習の記録に
ついては，特別支援学校高等部学習指導要領に示す各教科の目標，内容に照
らし，具体的に定めた指導内容，実現状況等を文章で記述する。
２ 総合的な学習の時間の記録
(1) 学習活動
高等学校等における総合的な学習の時間において行った学習活動を文章
で記述する。
(2) 評価
各学校が定めた総合的な学習の時間の目標，内容に基づいて各学校が定
めた評価の観点を踏まえて，生徒の学習状況に顕著な事項がある場合など
にその特徴を記入する等，生徒にどのような力が身に付いたかを文章で記
述する。
評価の観点については，高等学校学習指導要領等に示す目標を踏まえ，
各学校において具体的に定めた目標，内容に基づいて定める。
３ 特別活動の記録
高等学校等における特別活動において行った生徒の活動の状況について，
主な事実及び所見を文章で記述する。その際，所見については，生徒の長所
を取り上げるよう留意する。
４ 自立活動の記録
特別支援学校高等部における自立活動については，個別の指導計画を踏ま
え，以下の事項等を記入する。
① 指導の目標，指導内容，指導の結果の概要に関すること
② 障害の状態等に変化が見られた場合，その状況に関すること
③ 障害の状態を把握するため又は自立活動の成果を評価するために検査を
行った場合，その検査結果に関すること
④ 特別支援学校高等部学習指導要領第１章第２節第５款第１の２の規定によ
り，自立活動の授業時数を単位数に換算した場合の単位
５ 総合所見及び指導上参考となる諸事項
高等学校等における総合所見及び指導上参考となる諸事項については，生徒
文章で記述する。の成長の状況を総合的にとらえるため，以下の事項等を
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① 各教科・科目や総合的な学習の時間の学習に関する所見
② 行動に関する所見
③ 進路指導に関する事項
④ 取得資格
⑤ 生徒が就職している場合の事業所
⑥ 生徒の特徴・特技，部活動，学校内外におけるボランティア活動など社会
奉仕体験活動，表彰を受けた行為や活動，学力について標準化された検査に
関する記録など指導上参考となる諸事項
⑦ 生徒の成長の状況にかかわる総合的な所見
記入に際しては，生徒の優れている点や長所，進歩の状況などを取り上げる
よう留意する。ただし，生徒の努力を要する点などについても，その後の指導
において特に配慮を要するものがあれば記入する。
特別支援学校高等部においては，交流及び共同学習を実施している生徒につ
いて，その相手先の学校名，実施期間，実施した内容や成果等を記入する。
６ 入学時の障害の状態
特別支援学校高等部における入学時の障害の状態について，障害の種類及
び程度等を記入する。
７ 出欠の記録
全日制及び定時制の課程においては，以下の事項を記入する。
(1) 授業日数
生徒の属する学科及び学年について授業を実施した年間の総日数を記入
する。学校保健安全法第２０条の規定に基づき，臨時に，学校の全部又は
学年の全部の休業を行うこととした日数は授業日数には含めない。
ただし，転学又は退学をした生徒については，転学のため学校を去った
日又は退学をした日までの授業日数を記入し，編入学又は転入学をした生
徒については，編入学又は転入学をした日以後の授業日数を記入する。
なお，単位制による課程の場合においては，授業日数については，当該
生徒の履修計画にしたがって出校すべき年度間の総日数を記入する。
(2) 出席停止・忌引等の日数
以下の日数を合算して記入する。
① 学校教育法第１１条による懲戒のうち停学の日数，学校保健安全法第
１９条による出席停止の日数及び感染症の予防及び感染症の患者に対す
る医療に関する法律第１９条，第２０条，第２６条及び第４６条による
入院の場合の日数
② 学校保健安全法第２０条により，臨時に学年の中の一部の休業を行っ
た場合の日数
③ 忌引日数
④ 非常変災等生徒又は保護者の責任に帰すことのできない事由で欠席し
た場合などで，校長が出席しなくてもよいと認めた日数
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⑤ 選抜のための学力検査の受検その他教育上特に必要な場合で，校長が
出席しなくてもよいと認めた日数
(3) 留学中の授業日数
校長が許可した留学期間における我が国の在籍校の授業日数を記入する。
(4) 出席しなければならない日数
授業日数から出席停止・忌引等の日数及び留学中の授業日数を差し引い
た日数を記入する。
(5) 欠席日数
出席しなければならない日数のうち病気又はその他の事故で生徒が欠席
した日数を記入する。
(6) 出席日数
出席しなければならない日数から欠席日数を差し引いた日数を記入する。
なお，学校の教育活動の一環として生徒が運動や文化などにかかわる行
事等に参加したものと校長が認める場合には，指導要録の出欠の記録にお
いては出席扱いとすることができる。
また，平成２１年３月１２日付け２０文科初第１３４６号「高等学校に
おける不登校生徒が学校外の公的機関や民間施設において相談・指導を受
けている場合の対応について」に沿って，不登校の生徒が学校外の施設に
おいて相談・指導を受け，そのことが当該生徒の将来的な社会的自立を助
ける上で適切であると校長が認める場合には，指導要録の出欠の記録にお
いては出席扱いとすることができる。この場合には，出席日数の内数とし
て出席扱いとした日数及び生徒が通所若しくは入所した学校外の施設名を
記入する。
(7) 備考
出欠に関する特記事項等を記入する。
８ 出校の記録
通信制の課程においては，以下の事項を記入する。
(1) 出校日数
実際に生徒が出校した年度間の総日数を記入する。この日数には，生徒
が面接指導等のために，協力校，その他学校が定めた場所に出校した日数
を含むものとする。ただし，転学又は退学をした生徒については，転学の
ため学校を去った日又は退学をした日までの出校日数を記入し，編入学又
は転入学をした生徒については，編入学又は転入学をした日からその年度
の終わりまでの出校日数を記入する。
(2) 備考
出校の状況に関する特記事項のほか，ラジオ，テレビ放送その他の多様
なメディアの利用により，各教科・科目又は特別活動についての面接指導
時間数の一部が免除された結果として出校する必要のなくなった日数等を
記入する。
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別紙４
各学校における指導要録の保存，送付等に当たっての配慮事項
１ 児童生徒が転学する場合は，学校教育法施行規則第２４条第２項に基づいて
進学元の校長等から送付を受けた指導要録の抄本又は写しを，同条第３項の規
定により転学先の校長へ送付することとされており，この場合において，進学
元（小学校にあっては，保育所及び認定こども園を含む。）から送付を受けた
指導要録の抄本又は写しについては，進学してきた児童生徒が在学する期間保
存すること。
２ 配偶者からの暴力の被害者と同居する児童生徒については，転学した児童生
徒の指導要録の記述を通じて転学先の学校名や所在地等の情報が配偶者（加害
者）に伝わることが懸念される場合がある。
このような特別の事情がある場合には，平成２１年７月１３日付け２１生参
学第７号「配偶者からの暴力の被害者の子どもの就学について」に沿って，配
偶者からの暴力の被害者と同居する児童生徒の転学先や居住地等の情報につい
ては，各地方公共団体の個人情報保護条例等に則り，配偶者暴力相談支援セン
ターや福祉部局等との連携を図りながら，厳重に管理すること。
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各教科の評価の観点及びその趣旨（高等学校及び特別支援学校高等部）
１．各学科に共通する各教科・科目の学習の記録
教科 観 点 趣 旨
関心・意欲・態度 国語で伝え合う力を進んで高めるとともに，言語文化に対す
る関心を深め，国語を尊重してその向上を図ろうとする。
話す・聞く能力 目的や場に応じて効果的に話し的確に聞き取ったり，話し合
国 ったりして，自分の考えをまとめ，深めている。
書く能力 相手や目的，意図に応じた適切な表現による文章を書き，自
分の考えをまとめ，深めている。
語 読む能力 文章を的確に読み取ったり，目的に応じて幅広く読んだりし
て，自分の考えを深め，発展させている。
知識・理解 伝統的な言語文化及び言葉の特徴やきまり，漢字などについ
て理解し，知識を身に付けている。
関心・意欲・態度 歴史的・地理的事象に対する関心と課題意識を高め，意欲的
に追究するとともに，国際社会に主体的に生き国家・社会を
地 形成する日本国民としての責任を果たそうとする。
思考・判断・表現 歴史的・地理的事象から課題を見いだし，我が国及び世界の
理 形成の歴史的過程と生活・文化の地域的特色を世界的視野に
立って多面的・多角的に考察し，国際社会の変化を踏まえ公
歴 正に判断して，その過程や結果を適切に表現している。
資料活用の技能 歴史的・地理的事象に関する諸資料を収集し，有用な情報を
史 適切に選択して，効果的に活用している。
知識・理解 我が国及び世界の形成の歴史的過程と生活・文化の地域的特
色についての基本的な事柄を理解し，その知識を身に付けて
いる。
関心・意欲・態度 現代の社会と人間にかかわる事柄に対する関心を高め，意欲
的に課題を追究するとともに，平和で民主的なよりよい社会
の実現に向けて参加，協力する態度を身に付け人間としての
在り方生き方についての自覚を深めようとする。
公 思考・判断・表現 現代の社会と人間にかかわる事柄から課題を見いだし，社会
的事象の本質や人間の存在及び価値などについて広い視野に
立って多面的・多角的に考察し，社会の変化や様々な考え方
民 を踏まえ公正に判断して，その過程や結果を適切に表現して
いる。
資料活用の技能 現代の社会と人間にかかわる事柄に関する諸資料を収集し，
有用な情報を適切に選択して，効果的に活用している。
知識・理解 現代の社会的事象と人間としての在り方生き方とにかかわる
基本的な事柄を理解し，その知識を身に付けている。
別紙６
- 37 -
教科 観 点 趣 旨
関心・意欲・態度 数学の論理や体系に関心をもつとともに，数学のよさを認識
し，それらを事象の考察に積極的に活用して数学的論拠に基
づいて判断しようとする。
数 数学的な見方や考 事象を数学的に考察し表現したり，思考の過程を振り返り多
え方 面的・発展的に考えたりすることなどを通して，数学的な見
方や考え方を身に付けている。
学 数学的な技能 事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法などの技能
を身に付けている。
知識・理解 数学における基本的な概念，原理・法則などを体系的に理解
し，知識を身に付けている。
関心・意欲・態度 自然の事物・現象に関心や探究心をもち，意欲的にそれらを
探究しようとするとともに，科学的態度を身に付けている。
思考・判断・表現 自然の事物・現象の中に問題を見いだし，探究する過程を通
理 して，事象を科学的に考察し，導き出した考えを的確に表現
している。
観察・実験の技能 観察，実験を行い，基本操作を習得するとともに，それらの
科 過程や結果を的確に記録，整理し，自然の事物・現象を科学
的に探究する技能を身に付けている。
知識・理解 自然の事物・現象について，基本的な概念や原理・法則を理
解し，知識を身に付けている。
関心・意欲・態度 運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう，運動の
合理的，計画的な実践に主体的に取り組もうとする。また，
個人生活及び社会生活における健康・安全について関心をも
ち，意欲的に学習に取り組もうとする。
保 思考・判断 生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現を目指して，自己
や仲間の課題に応じた運動の取り組み方や健康の保持及び体
健 力を高めるための運動の計画を工夫している。また，個人生
活及び社会生活における健康・安全について，課題の解決を
体 目指して考え，判断し，それらを表している。
運動の技能 運動の合理的な実践を通して，運動の特性に応じた段階的な
育 技能を身に付けている。
知識・理解 運動の合理的，計画的な実践に関する具体的な事項及び生涯
にわたって豊かなスポーツライフを継続するための理論につ
いて理解している。また，個人生活及び社会生活における健
康・安全について，課題の解決に役立つ基礎的な事項を理解
している。
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教科 観 点 趣 旨
音楽への関心・意 音楽活動の喜びを味わい，音楽や音楽文化に関心をもち，主
欲・態度 体的に音楽表現や鑑賞の学習に取り組もうとする。
音楽表現の創意工 音楽を形づくっている要素を知覚し，それらの働きを感受し
音 夫 ながら，音楽表現を工夫し，表現意図をもっている。
音楽表現の技能 創意工夫を生かした音楽表現をするための技能を身に付け，
創造的に表している。
楽 鑑賞の能力 音楽を形づくっている要素を知覚し，それらの働きを感受し
ながら，解釈したり価値を考えたりして，音楽に対する理解
を深め，よさや美しさを創造的に味わっている。
美術への関心・意 美術の創造活動の喜びを味わい，美術や美術文化に関心をもち，
欲・態度 主体的に表現や鑑賞の創造活動に取り組もうとする。
美 発想や構想の能力 感性や想像力を働かせて，主題を生成し，創造的な表現の構想
を練っている。
創造的な技能 創造的な美術の表現をするために必要な技能を身に付け，表
術 現方法を工夫して表している。
鑑賞の能力 美術や美術文化を幅広く理解し，そのよさや美しさを創造的
芸 に味わっている。
工芸への関心・意 工芸の創造活動の喜びを味わい，工芸や工芸の伝統と文化に関
欲・態度 心をもち，主体的に表現や鑑賞の創造活動に取り組もうとす
術 工 る。
発想や構想の能力 感性や想像力を働かせて，心豊かな発想をし，よさや美しさな
どを考え制作の構想を練っている。
芸 創造的な技能 創造的な工芸の制作をするために必要な技能を身に付け，表
現方法を工夫して表している。
鑑賞の能力 工芸や工芸の伝統と文化を幅広く理解し，そのよさや美しさ
を創造的に味わっている。
書への関心・意欲 書の創造的活動の喜びを味わい，書の伝統と文化に関心をも
・態度 って,主体的に表現や鑑賞の創造的活動に取り組もうとする。
書 書表現の構想と工 書表現の諸要素を感受し,感性を働かせながら，自らの意図
夫 に基づいて構想し，表現を工夫している。
創造的な書表現の 創造的な書表現をするために，書の効果的な表現の技能を身
道 技能 に付け表している。
鑑賞の能力 文字や書の伝統と文化について幅広く理解し，その価値を考
え，書のよさや美しさを創造的に味わっている。
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教科 観 点 趣 旨
コミュニケーショ コミュニケーションに関心をもち，積極的に言語活動を行
ンへの関心・意欲 い，コミュニケーションを図ろうとする。
外 ・態度
外国語表現の能力 外国語で話したり書いたりして，情報や考えなどを適切に
国 伝えている。
外国語理解の能力 外国語を聞いたり読んだりして，情報や考えなどを的確に
語 理解している。
言語や文化につい 外国語の学習を通して，言語やその運用についての知識を
ての知識・理解 身に付けているとともに，その背景にある文化などを理解
している。
関心・意欲・態度 家庭や地域の生活について関心をもち，その充実向上を目指
して主体的に取り組もうとするとともに，実践的な態度を身
に付けている。
家 思考・判断・表現 家庭や地域の生活について課題を見いだし，その解決を目指
して思考を深め，適切に判断し工夫し創造する能力を身に付
けている。
庭 技能 家庭や地域の生活を充実向上するために必要な基礎的・基本
的な技術を身に付けている。
知識・理解 家庭生活の意義や役割を理解し，家庭や地域の生活を充実向
上するために必要な基礎的・基本的な知識を身に付けてい
る。
関心・意欲・態度 情報や情報社会に関心をもち，身のまわりの問題を解決する
ために，自ら進んで情報及び情報技術を活用し，社会の情報
化の進展に主体的に対応しようとする。
思考・判断・表現 情報や情報社会における身のまわりの問題を解決するため
情 に，情報に関する科学的な見方や考え方を活かすとともに情
報モラルを踏まえて，思考を深め，適切に判断し表現してい
る。
報 技能 情報及び情報技術を活用するための基礎的・基本的な技能を
身に付け，目的に応じて情報及び情報技術を適切に扱ってい
る。
知識・理解 情報及び情報技術を活用するための基礎的・基本的な知識を
身に付け，社会における情報及び情報技術の意義や役割を理
解している。
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２．主として専門学科において開設される各教科・科目の学習の記録
教科 観 点 趣 旨
関心・意欲・態度 農業に関する諸課題について関心をもち，その改善・向上を
目指して主体的に取り組もうとするとともに，実践的な態度
を身に付けている。
農 思考・判断・表現 農業に関する諸課題の解決を目指して思考を深め，基礎的・
基本的な知識と技術を基に，農業に携わる者として適切に判
断し，表現する創造的な能力を身に付けている。
業 技能 農業の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身に付け，農
業に関する諸活動を合理的に計画し，その技術を適切に活用
している。
知識・理解 農業の各分野に関する基礎的・基本的な知識を身に付け，農
業の意義や役割を理解している。
関心・意欲・態度 工業技術に関する諸課題について関心をもち，その改善・向
上を目指して主体的に取り組もうとするとともに，実践的な
態度を身に付けている。
工 思考・判断・表現 工業技術に関する諸課題の解決を目指して思考を深め，基礎
的・基本的な知識と技術を基に，技術者として適切に判断し，
表現する創造的な能力を身に付けている。
業 技能 工業の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身に付け，環
境に配慮し，ものづくりを合理的に計画し，その技術を適切
に活用している。
知識・理解 工業の各分野に関する基礎的・基本的な知識を身に付け，現
代社会における工業の意義や役割を理解している。
関心・意欲・態度 ビジネスの諸活動に関する諸課題について関心をもち，その
改善・向上を目指して主体的に取り組もうとするとともに，
実践的な態度を身に付けている。
思考・判断・表現 ビジネスの諸活動に関する諸課題の解決を目指して思考を深
商 め，基礎的・基本的な知識と技術を基に，ビジネスの諸活動
に携わる者として適切に判断し，表現する創造的な能力を身
に付けている。
業 技能 商業の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身に付け，ビ
ジネスの諸活動を合理的に計画し，その技術を適切に活用し
ている。
知識・理解 商業の各分野に関する基礎的・基本的な知識を身に付け，ビ
ジネスの意義や役割を理解している。
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教科 観 点 趣 旨
関心・意欲・態度 水産や海洋に関する諸課題について関心をもち，その改善・
向上を目指して主体的に取り組もうとするとともに，実践的
な態度を身に付けている。
思考・判断・表現 水産や海洋に関する諸課題の解決を目指して思考を深め，基
水 礎的・基本的な知識と技術を基に，水産業や海洋関連産業に
携わる者として適切に判断し，表現する創造的な能力を身に
付けている。
産 技能 水産や海洋の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身に付
け，水産や海洋に関する諸活動を合理的に計画し，その技術
を適切に活用している。
知識・理解 水産や海洋の各分野に関する基礎的・基本的な知識を身に付
け，水産業や海洋関連産業の意義や役割を理解している。
関心・意欲・態度 生活産業を取り巻く諸課題について関心をもち，その改善・
向上を目指して主体的に取り組もうとするとともに，実践的
な態度を身に付けている。
思考・判断・表現 生活産業を取り巻く諸課題の解決を目指して思考を深め，基
家 礎的・基本的な知識と技術を基に，生活産業に携わる者とし
て適切に判断し，表現する創造的な能力を身に付けている。
技能 生活産業に関する基礎的・基本的な技術を身に付け，生活産
庭 業に関する諸活動を合理的に計画し，その技術を適切に活用
している。
知識・理解 生活産業に関する基礎的・基本的な知識を身に付け，生活産
業の社会的な意義や役割を理解している。
関心・意欲・態度 看護に関する諸課題について関心をもち，その改善・向上を
目指して主体的に取り組もうとするとともに，実践的な態度
を身に付けている。
看 思考・判断・表現 看護に関する諸課題の解決を目指して思考を深め，基礎的・
基本的な知識と技術を基に，看護に携わる者として適切に判
断し，表現する創造的な能力を身に付けている。
護 技能 看護の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身に付け，看
護に関する諸活動を合理的に計画し，その技術を適切に活用
している。
知識・理解 看護の各分野に関する基礎的・基本的な知識を身に付け，看
護の意義や役割を理解している。
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教科 観 点 趣 旨
関心・意欲・態度 情報の各分野に関する諸課題について関心をもち，その改善
・向上を目指して主体的に取り組もうとするとともに，実践
的な態度を身に付けている。
思考・判断・表現 情報の各分野に関する諸課題の解決を目指して思考を深め，
情 基礎的・基本的な知識と技術を基に，情報産業に携わる者と
して適切に判断し，表現する創造的な能力を身に付けている。
技能 情報の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身に付け，情
報 報の各分野に関する諸活動を合理的に計画し，その技術を適
切に活用している。
知識・理解 情報の各分野に関する基礎的・基本的な知識を身に付け，現
代社会における情報及び情報産業の意義や役割を理解してい
る。
関心・意欲・態度 社会福祉に関する諸課題について関心をもち，その改善・向
上を目指して主体的に取り組もうとするとともに，実践的な
態度を身に付けている｡
福 思考・判断・表現 社会福祉に関する諸課題の解決を目指して思考を深め，基礎
的な知識と技術を基に，福祉に携わる者として適切に判断し，
表現する創造的な能力を身に付けている。
祉 技能 社会福祉の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身に付
け，福祉に関する諸活動を合理的に計画し，その技術を適切
に活用している。
知識・理解 社会福祉の各分野に関する基礎的・基本的な知識を身に付
け，社会福祉の意義や役割を理解している｡
関心・意欲・態度 自然の事物・現象や数学的事象に関心をもち，積極的にそれ
らを探究しようとするとともに，事象を科学的・数学的に考
察し表現する態度を身に付けている。
思考・判断・表現 自然の事物・現象の中に問題を見いだし探究する過程を通し
理 て，事象を科学的，創造的に考察し，導き出した考えを的確
に表現している。また，数学的な見方や考え方を身に付け，
事象を数学的，創造的に考察し的確に表現している。
数 技能 観察，実験の基本操作及び自然の事物・現象を探究する技能
を身に付けている。また，事象を数学的に表現・処理する仕
方や推論の方法などの技能を身に付けている。
知識・理解 科学や数学における基本的な概念や原理・法則などを系統的
に理解し，知識を身に付けている。
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教科 観 点 趣 旨
関心・意欲・態度 スポーツ文化を尊重し，主体的，合理的，計画的に，各科目
の学習に取り組もうとする。
体 思考・判断 生涯を通してスポーツの振興発展に寄与することを目指し
て，各科目の課題に応じた運動や学習の取り組み方，健やか
な心身の高め方や維持の仕方を工夫している。
運動の技能 高度な技能の習得を目指して，各科目の運動の特性に応じた
育 段階的な技能を身に付けている。
知識・理解 スポーツの専門的な実践に関する具体的な事項及びスポー
ツの振興発展に寄与するための理論について理解している。
音楽への関心・意 音楽文化を尊重し，主体的，創造的に音楽の学習に取り組も
欲・態度 うとする。
音 音楽表現の創意工 音楽を形づくっている要素を知覚し，それらの働きを感受し
夫 ながら，音楽表現を工夫し，表現意図をもっている。
音楽表現の技能 創意工夫を生かした音楽表現をするための技能を身に付け，
楽 創造的に表している。
鑑賞の能力 音楽を形づくっている要素を知覚し，それらの働きを感受し
ながら，価値判断し，音楽に対する理解を深め，よさや美し
さを創造的に味わっている。
美術への関心・意 美術文化を尊重し，主体的，創造的に美術の学習に取り組も
欲・態度 うとする。
発想や構想の能力 感性や想像力を働かせて感じ取ったことや考えたことなどを
美 基に豊かに発想し，よさや美しさなどを考え，創造的・機能
的で個性豊かな表現の構想を練っている。
創造的な技能 創造的な表現活動をするために必要な造形感覚や専門的な技
術 能を身に付け，表現方法を創意工夫して表現している。
鑑賞の能力 美術作品や文化遺産，美術文化などについて理解を深め，感
性や想像力を働かせて価値や美意識を感じ取り，創造的に味
わっている。
コミュニケーショ コミュニケーションに関心をもち，積極的に言語活動を行
ンへの関心・意欲 い，コミュニケーションを図ろうとする。
・態度
英 英語表現の能力 英語で話したり書いたりして，情報や考えなどを適切に伝
えている。
英語理解の能力 英語を聞いたり読んだりして，情報や考えなどを的確に理
語 解している。
言語や文化につい 英語の学習を通して，言語やその運用についての知識を身
ての知識・理解 に付けているとともに，その背景にある文化などを理解し
ている。
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３．視覚障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校高等部における各教科・科目
の学習の記録
教科 観 点 趣 旨
関心・意欲・態度 保健理療に関する諸課題について関心をもち，その改善・向
上を目指して主体的に取り組もうとするとともに，探究的，
保 実践的な態度を身に付けている。
思考・判断・表現 保健理療に関する諸課題の解決を目指して思考を深め，基礎
健 的・基本的な知識と技術を基に適切に判断し，表現する創造
的な能力を身に付けている。
理 技能 保健理療の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身に付
け，保健理療に関する諸活動を合理的に計画し，その技術を
療 適切に活用している。
知識・理解 保健理療の各分野に関する基礎的・基本的な知識を身に付
け，現代社会における保健理療の意義や役割を理解している。
４．聴覚障害者である生徒に対する教育を行う特別支援学校高等部における各教科・科目
の学習の記録
教科 観 点 趣 旨
関心・意欲・態度 印刷に関する諸課題について関心をもち，その改善・向上を
目指して主体的に取り組もうとするとともに，実践的な態度
を身に付けている。
思考・判断・表現 印刷に関する諸課題の解決を目指して思考を深め，基礎的・
印 基本的な知識と技術を基に適切に判断し，表現する創造的な
能力を身に付けている。
刷 技能 印刷の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身に付け，印
刷に関する諸活動を合理的に計画し，その技術を適切に活用
している。
知識・理解 印刷の各分野に関する基礎的・基本的な知識を身に付け，印
刷の意義や役割を理解している。
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教科 観 点 趣 旨
関心・意欲・態度 理容・美容に関する諸課題について関心をもち，その改善・
向上を目指して主体的に取り組もうとするとともに，実践的
な態度を身に付けている。
理 思考・判断・表現 理容・美容に関する諸課題の解決を目指して思考を深め，基
容 礎的・基本的な知識と技術を基に適切に判断し，表現する創
・ 造的な能力を身に付けている。
美 技能 理容・美容の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身に付
容 け，理容・美容に関する諸活動を合理的に計画し，その技術
を適切に活用している。
知識・理解 理容・美容の各分野に関する基礎的・基本的な知識を身に付
け，理容・美容の意義や役割を理解している。
関心・意欲・態度 クリーニングに関する諸課題について関心をもち，その改善
・向上を目指して主体的に取り組もうとするとともに，実践
ク 的な態度を身に付けている。
リ 思考・判断・表現 クリーニングに関する諸課題の解決を目指して思考を深め，
基礎的・基本的な知識と技術を基に適切に判断し，表現する
ー
ニ 創造的な能力を身に付けている。
ン 技能 クリーニングの各分野に関する基礎的・基本的な技術を身に
グ 付け，クリーニングに関する諸活動を合理的に計画し，その
技術を適切に活用している。
知識・理解 クリーニングの各分野に関する基礎的・基本的な知識を身に
付け，クリーニングの意義や役割を理解している。
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高等学校（全日制の課程・定時制の課程）生徒指導要録（参考様式）
様式１（学籍に関する記録）
区分 学年 １ ２ ３ ４
ホームルーム
整理番号
学 籍 の 記 録
ふりがな
性 入学・編入学 平成 年 月 日 第１学年 入 学
氏 名 別 第 学年編入学
生
生年月日 平成 年 月 日生 転 入 学 平成 年 月 日
徒
現住所
転学・退学 平成 年 月 日
ふりがな
保
氏 名 留 学 等 平成 年 月 日
護 ～平成 年 月 日
者 現住所
卒 業 平成 年 月 日
平成 年 中学校卒業
入学前の経歴 進 学 先
就 職 先 等
学 校 名
及 び
所 在 地
(分校名･所在地等)
課程名・学科名
年 度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度
区分 学年 １ ２ ３ ４
校 長 氏 名 印
ホームルーム
担任者氏名印
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（様式１裏面）
各教科・科目等の修得単位数の記録
教 科 目 修得単位数 教 科 目 修得単位数 教 科 目 修得単位数
科 の計 科 の計 科 の計
国語総合 〃 お 情 〃
国 家
略 〃 い 報 〃
語 庭
〃 〃 て 福 〃
各 地 〃 情 〃 開 祉 〃
理
学 歴 〃 報 〃 設 理 〃
史
科 〃 〃 さ 数 〃
に 〃 学 〃 れ 体 〃
公 校
共 〃 設 〃 る 育 〃
民 定
通 〃 教 〃 各 音 〃
科
す 〃 〃 教 楽 〃
数
る 〃 〃 科 美 〃
学
各 〃 農 〃 ・ 術 〃
教 〃 業 〃 科 英 〃
理
科 〃 主 工 〃 目 語 〃
科
・ 〃 と 業 〃 〃
学
科 保体 〃 し 商 〃 校 〃
健育 設
目 〃 て 業 〃 定 〃
教
〃 専 水 〃 科 〃
芸
〃 門 産 〃 〃
術
〃 学 家 〃
総合的な学習
外 〃 科 庭 〃 の時間
国 〃 に 看 〃
留学
語 〃 護 〃
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様式２（指導に関する記録)
生 徒 氏 名 学 校 名 区分 学年 １ ２ ３ ４
ホームルーム
整理番号
各 教 科 ・ 科 目 等 の 学 習 の 記 録
第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 修
評 修 評 修 評 修 評 修 得
各 教 科 ・ 科 目 等 得 得 得 得 単
単 単 単 単 位 備 考
位 位 位 位 数
定 数 定 数 定 数 定 数 の
教科等 科 目 等 計
国 国 語 総 合
略
語 〃
地歴 〃
〃
理史 〃
公 〃
〃
各 民 〃
学 数 〃
科 〃
に 学 〃
共 理 〃
通 〃
す 科 〃
る 保体 〃
各 健育 〃
教 芸 〃
科 〃
・ 術 〃
科 外 〃
目 国 〃
語 〃
家 〃
〃
庭 〃
情 〃
報 〃
学定 〃
校教 〃
設科 〃
農 〃
業 〃
工 〃
主 業 〃
と 商 〃
し 業 〃
て 水 〃
専 産 〃
門 家 〃
学 庭 〃
科 看 〃
に 護 〃
お 情 〃
い 報 〃
て 福 〃
開 祉 〃
設 理 〃
さ 数 〃
れ 体 〃
る 育 〃
各 音 〃
教 楽 〃
科 美 〃
・ 術 〃
科 英 〃
目 語 〃
学定 〃
校教 〃
設科 〃
総合的な学習の時間
小 計
留 学
合 計
- 49 -
生 徒 氏 名
総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 記 録
学
習
活
動
評
価
特 別 活 動 の 記 録
第１学年 第２学年 第３学年 第４学年
総 合 所 見 及 び 指 導 上 参 考 と な る 諸 事 項
第
１
学
年
第
２
学
年
第
３
学
年
第
４
学
年
出 欠 の 記 録
区分 授業日数 出席停止・ 留学中の 出席しなければ 欠席日数 出席日数 備 考
学年 忌引等の日数 授業日数 ならない日数
１
２
３
４
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高等学校（通信制の課程）生徒指導要録（参考様式）
様式１（学籍に関する記録）
区分 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度
ホームルーム
整理番号
学 籍 の 記 録
ふりがな
性 入学・編入学 平成 年 月 日 入 学
氏 名 別 編入学
生
生年月日 平成 年 月 日生 転 入 学 平成 年 月 日
徒
現住所
転学・退学 平成 年 月 日
ふりがな
保
氏 名 留 学 等 平成 年 月 日
護 ～平成 年 月 日
者 現住所
卒 業 平成 年 月 日
平成 年 中学校卒業
入学前の経歴 進 学 先
就 職 先 等
学 校 名
及 び
所 在 地
学科名
区分 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度
校 長 氏 名 印
ホームルーム
担任者氏名印
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（様式１裏面）
各教科・科目等の修得単位数の記録
教 科 目 修得単位数 教 科 目 修得単位数 教 科 目 修得単位数
科 の計 科 の計 科 の計
国語総合 〃 お 情 〃
国 家
略 〃 い 報 〃
語 庭
〃 〃 て 福 〃
各 地 〃 情 〃 開 祉 〃
理
学 歴 〃 報 〃 設 理 〃
史
科 〃 〃 さ 数 〃
に 〃 学 〃 れ 体 〃
公 校
共 〃 設 〃 る 育 〃
民 定
通 〃 教 〃 各 音 〃
科
す 〃 〃 教 楽 〃
数
る 〃 〃 科 美 〃
学
各 〃 農 〃 ・ 術 〃
教 〃 業 〃 科 英 〃
理
科 〃 主 工 〃 目 語 〃
科
・ 〃 と 業 〃 〃
学
科 保体 〃 し 商 〃 校 〃
健育 設
目 〃 て 業 〃 定 〃
教
〃 専 水 〃 科 〃
芸
〃 門 産 〃 〃
術
〃 学 家 〃
総合的な学習
外 〃 科 庭 〃 の時間
国 〃 に 看 〃
留学
語 〃 護 〃
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様式２（指導に関する記録)
生 徒 氏 名 学 校 名 区分 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度
ホームルーム
整理番号
各 教 科 ・ 科 目 等 の 学 習 の 記 録
平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 修
評 修 評 修 評 修 評 修 評 修 評 修 得
各 教 科 ・ 科 目 等 得 得 得 得 得 得 単
単 単 単 単 単 単 位 備 考
位 位 位 位 位 位 数
定 数 定 数 定 数 定 数 定 数 定 数 の
教科等 科 目 等 計
国 国 語 総 合
略
語 〃
地歴 〃
〃
理史 〃
公 〃
〃
各 民 〃
学 数 〃
科 〃
に 学 〃
共 理 〃
通 〃
す 科 〃
る 保体 〃
各 健育 〃
教 芸 〃
科 〃
・ 術 〃
科 外 〃
目 国 〃
語 〃
家 〃
〃
庭 〃
情 〃
報 〃
学定 〃
校教 〃
設科 〃
農 〃
業 〃
工 〃
主 業 〃
と 商 〃
し 業 〃
て 水 〃
専 産 〃
門 家 〃
学 庭 〃
科 看 〃
に 護 〃
お 情 〃
い 報 〃
て 福 〃
開 祉 〃
設 理 〃
さ 数 〃
れ 体 〃
る 育 〃
各 音 〃
教 楽 〃
科 美 〃
・ 術 〃
科 英 〃
目 語 〃
学定 〃
校教 〃
設科 〃
総合的な学習の時間
小 計
留 学
合 計
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生 徒 氏 名
総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 記 録
学
習
活
動
評
価
特 別 活 動 の 記 録
平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度
総 合 所 見 及 び 指 導 上 参 考 と な る 諸 事 項
平 平
成 成
年 年
度 度
平 平
成 成
年 年
度 度
平 平
成 成
年 年
度 度
出 校 の 記 録
区分 出 校 日 数 備 考
年度
平成 年度
平成 年度
平成 年度
平成 年度
平成 年度
平成 年度
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